Agricultural Regions of Canada : An Analysis of the 1986 Agricultural Census by 田林 明 & Tabayashi Akira
カナダ農業の地域差 : 1986年農業センサスの分析
を中心に
著者 田林 明
雑誌名 筑波大学人文地理学研究
巻 15
ページ 63-85
発行年 1991-03-25
その他のタイトル Agricultural Regions of Canada : An Analysis
of the 1986 Agricultural Census
URL http://hdl.handle.net/2241/00130010
人文地理学研究 XV 63"-'85 1991 
カナダ農業の地域差
-1986年農業センサスの分析を中心に一
田林
???
?
1 はしがき
E カナダの農業地域区分に関する従来の研究
盟 主要農業指標からみたカナダ農業の地域差
鹿-1 農業の州、i別差異
田一 2 社会的・経営・生産購性に係る指標
恵一 3 農業経営類型に係る指標
W カナダの農業地域区分
V むすび
I はしがき
カナダは巨大な国である.自然条件や経済的条件に強く規制され，農地として開発されている地域
は，国土の広さに比べてわずかであるとはいえ，それでも総農地面積は6，783万haに達している. こ
れは日本の農地面積の約13倍である. しかもこの農地は東西に約6，000km，南北に約1，OOOkmの広大な
領域に連続して，あるいは断続的に広がっている.そしてそこには極めて多様な農業が営なまれて
いる.
この報告の課題は，地域的に多様に展開するカナダの農業を整理し系統的に理解するために，最
も新しい農業センサス統計を用いて農業地域区分を試みることである.カナダの農業地域区分に関し
ては，すでに多くの研究が試みられ， これらの研究業績の検討もMageによって，主として手法と指
標の分析を中心に行なわれている 1) また，筆者も南オンタリオについてであるが，従来の研究結果
を検討しそれらの中から基本的とみなされる農業の地域差を取り出した 2) ここでは，これまでの
研究で用いられた手法や指標とともに，明らかにされた内容を再度検討しそれらを踏えて，新しい
統計に基づく地域区分を試みることにする.そして，今後の課題であるが，カナダ農業の地域的記述
のワク組みとしたい.
ところで，カナダにおける最初の農業はインディアンによるもので，すでに紀元1，00年頃には五
大湖低地でトウモロコシや豆類，カボチャなどの作物を移動耕作により生産していた. ヨーロッパ人
が最初にカナダに入植したのは1604年のことで，現在のノパスコシア州アナポリスロイヤノレにフラン
ス人が入植し，湿地に排水路をっくり，小麦や亜麻，野菜，家畜の飼料を栽培し牛と豚と羊を飼う
自給的混合農業を始めた3)
大西洋岸地域では1730年以降ニューイングランド植民地との農産物交易が行われたが， 175年には
フランス系の人々が大西洋岸地域から追われ，それ以後イギリス系の人々がアナポリスバレー，ファ
ンディ湾周辺，セントジョン)1流域，そしてプリンス・エドワード島を中心にして混合農業を行うよ
うになった. この地域の農地面積は1860年から1885年頃に最大になり，穀物や畜産物，果実類が西
64 
ヨーロ yパとアメ 1)カ合衆国に輸出された.当時は漁業や林業を兼業とする農民が多かった. しか
しカナダ自治領が成立した1867年以降大西洋岸地域の農業は後退した.
1608年から1760年までケベックは，新大陸におけるフランス人の最大の植民地であった.初期のケ
ベ yクの農業開発は，荘園告IJのもとで進められた. フランス国王から広大な土地が荘園領主に下付さ
れ， この領主が本国で、小作人を募集して関柘を進めた.セントローレンスJlIぞいの土地が幅10'"-'150 
m，奥ゆきがその10倍の細長い地割に分割され， これが1つの農場となった. ここでは18世紀の終り頃
まで自給的農業が行われた4) この頃の主要作物は小麦で，牧草と輪作された.牛や羊， Il家，馬も飼
われたが，畜産物の重要性は低かった. 19世紀の後半からカナダ語部の開発やモント 1)オールの発展
にともなって食料供給の必要性の増大から，ケベ yク農業は小麦中心から酪農中心に変っていった.
南オンタリオでは18世紀中頃まで深い森林におおわれていた.農業開発が始まったのは，アメリ力
合衆国独立の際にカナダに逃れてきた王党派の人々が， 1780年代に入植してからである.開拓者は
オークの森を l年に 1haほど切り荷主馬鈴薯や野菜，小麦などを自給用に栽培し森の中では牛
と豚そして羊を放牧した 5) 入植後3'"-'4年たつと耕作地も 4haほどになり，自給用の野菜が栽培
されたほかの耕地では小麦がつくられ， これが最も重要な換金作物になった6) 小麦生産中心の農業
は1880年代にピークをむかえたが， 1890年代になると衰退しはじめ， これに代って酪農や家苔飼養を
中心とした混合農業が発達していった.
1883年に大陸横断鉄道が完成しさらに耐寒性小麦が導入されたり，大型の農業機械が発明される
と，カナダ西部で急速に農業開発が進められた.中央ヨーロ yパや東ヨーロッパから多くの移民がカ
ナダの大平原にやってきた. 1896年から1914年にかけての農業開発によって，大平原の人口は181年
の12万人から191年の125万人になった.そこでは小麦栽培が中心の農業が行なわれたが，大麦や
オー ト麦， ライ麦なども栽培された.アルパータ州では肉牛の放牧も1900年以降行われるようになっ
た. 1930年代の大恐慌と早魅は，大平原の農業を大きく変えた.そして大平原南部の乾燥地帯の放
牧，中央部の小麦栽培，北部の混合農業といった地域分化が進んだ 7)
ブリティシュコロンビアでは19世紀の初め毛皮交易者への食料供給のために農業が小規模に始まっ
たが，その後ゴールドラッシュで流入した人々や鉄道建設，林業，漁業などの労働者によって食料需
要が増大し農業が拡大した.カリブーやシミノレカミンなどの内陸部では大規模な牛の放牧が，オカ
ナガンバレーやプレーザーバーレでは，小規模であるが集約的な果樹や野菜の栽培，あるいは酪農が
発達した8)
これまでみたように，カナダの農業地域は東から西へ，そして南から北へ拡大・充実していった.
そして現在の範囲にまで農業が拡大したのは，ょうやく 1940年頃であった.アルバータ州とブ 1)ティ
シュコロンビア州にまたがるピース 1)バ一流域では， 1950年代に入っても開拓が続けられていた.現
在のカナダ農業の多様性は，最初に述べたように自然条件や経済的・社会的条件に規定されている
が， さらに農業の開発過程とも密接に関連しているといえよう. ことにカナダ農業はここ10年余り
の間に急速に発展・充実したこともあって，その形成過程が現在の農業形態に強い影響をおよぼして
いる.
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カナダ農業の性格とその地域的多様性を解明することが，本研究の最終的課題であるが， この報告
はその第1段階として，現在の農業の地域差を農業地域区分の形で明穫に示すことを意図している.
H カナダの農業地域区分に関する従来の研究
カナダは北アメリカ大陸の東岸から西岸まで広がる巨大な国土をもっているために，世界・大陸ス
ケールの研究でも，その内部の地域差がある程度検討されている.
北アメリカの農業を最初に総合的に分類したのが， O. E. Bakerである 9) 彼は農業地域区分を行
う基準として，降水量や温度，地形，土壌などの自然条件を最も重視しそれに農作物や経営形態，
人口増加，農業技術，交通条件，資本投下量などを配意した。そしてカナダが東部の牧草・酪農地域
と，西部の春小麦地域，その北側に東西に広がる森林・牧草地域，さらに大平原南部とコルジレラ山
地階部の放牧・濯紙作物地域，太平岸の牧草・牧場地域に区分された. この地域区分と農業地域の記
述は，北アメ 1)カ農業地域の基本的構造を明らかにしさらに1920年頃の貴重な記録として重要なも
のであるが，カナダの部分はアメ 1)カ合衆国の北の延長という性格で，一般化がされすぎていたり，
正確さを欠く部分がある.
R. Hartshorneとs.N. Dickenは1930年センサスに基づいて作成された作物ごとの栽培面積や家
畜，農産物販売客員に関する等値線図に基づいて，北アメリカの農業地域区分を行い， ヨーロッパの農
業地域区分と比較した 10) 南西オンタリオを fトウモロコシ一小麦一家畜J地域としたほかは，カ
ナダ東部を「牧草一牧場一家畜j地域とし，カナダ西部は「大規模商業的穀物j地域とされ，残りは
「森林と未利用j地域に分類された. この地域区分も一般化がされすま細部が不明確なところが多い.
局知のとおりD.Whittleseyは自らが作成した統計地図と，アメ 1)カ合衆国の雑誌である Economic
Geography tこ1926年以来掲載された世界の各大陸の農業地域区分を参考にして， 1936年に世界の農
業地域区分を発表した11) その際に，作物と家畜の組み合せ，作物を成長させるための方法と貯蔵
法，労働・資本・機関および生産物の土地への投下度，生産物の志向，家屋と農場の施設の5つの指
標を取り上げた. この研究によると，カナダの東部は酪農地域に，西部は商業的穀物農業地域と企業
的放牧地域に区分された.
D. B. Griggが整理しているように，その後も多くの世界の農業地域区分が試みられたが，基本的
には Wittleseyの研究を踏襲しているものが多く，例えば， W. Van Royan， R. Thoman， D. Fryer 
などの農業地域区分では，カナダを酪農地域と商業的穀物農業地域と企業的牧畜地域の3つ， もしく
はそれに商業的混合農業地域を加えた 4つに区分している 12)
このような大まかな区分は，カナダ農業の地域差を統一的にうまく捉えているが，カナダの広さと
農業の多様性を考えると一般化されすぎている傾向があったり，地域の範囲が不正確な部分があり，
この点に改善の余地がある.
他方ではカナダ国内でもいくつかの組織的な農業の類型化や農業地域区分に関する研究が試みられ
た。アメリカ合衆国の場合と同様に，カナダにおいても農務省が早い時期に農業センサスの結果を用
いて研究をすすめ，農業の地域類型の設定を試みた.その最初の成果が1931年のセンサス資料に基づ
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く1.S. I'v1cArthurとJ.Cokeの研究で、あった 13) この研究では，それぞれの作物を栽培したり，家
畜を飼養するために必要な労働投入量を指標として，カナタ全域が16の農業地域に区分された.そ
れぞれの地域の農業内容が主要農産物で、示された.
さらに農務省経済局が中心となって， 1941年の農業センサスに基づいて試みられたのが， S.C. 
Hudsonらの農業地域区分である 14) この研究ではタウンシ yプを単位地区として，総収入に占め
るそれぞれの農業経営部131からの収入の割合で農業類型が決められた. また， 自家消費の農産物価格
が全体に占める割合によって，商業的か半商業的か自給的かを決め， さらに農外収入が多いものを農
業地毘とした. これらを組み合せ，類似の単位地区を統合しカナダを198の農業地域に分けた.
ここで述べた 2つの研究は，当時の農業の状況を刻明に知るためには重要であるが， これらから全
体の基本的構造を理解するのは困難である.
1974年のカナダ国勢地図帳(第4版)には，農業センサスの単位地区ごとの農産物販売額構成比に
ウィーバ一法を適用し求めた結合型の分布が示されている. カナダ全体で多くの結合型が設定された
ので，主要構成要素に着目し 13の農業類型にまとめて示された!日. これによると，東部では「酪
製品一家畜の複合一畜産物J型と「酪製品一肉牛j型と[馬鈴薯一家畜の複合一畜産物j型が卓越
し西部では「小麦j型と「小麦-肉牛j型が主にみられ，全体の構造がよく理解できる.
基本的には同じ方法であるが，農業センサスに示された農業経営類型のセンサス統計単位ごとの構
成比を用いて結合型を求めた研究が， 1981年農業センサス結果に基づいて行れている 1G) この研究
では，結合型が統合されていないので，全体の構造を読み取りにくい.
1964年以来 J.Kostorowickiは地方レベルの地域区分を積みあげ，世界の農業地域区分をつくる
努力をしてきた. この方法に基づいてI'v1.J. Troughtonはカナダの農業類型化を試みた.農業類型
設定のために， (1)社会的属性(土地保有と経営規模に関する属性)と(2)経営属性(資本と労働の投下
度，土地利用の密度)， (3)生産属性(土地・労働生産性と商品化の程度などの志向性)， (4)構造属性
(主要土地利用状況)の4つの範轄に分けられた24の変数を1971年の農業センサスから選び， 253のセ
ンサス統計地区を対象としてクラスター分析を適用した 17) これによって，日¥規模，集約的，野菜
と養鶏卓越J型と「粗放的，中規模，低密度，作物と家畜j型， I粗放的，中規模，中密度，乳牛以
外の家畜j型， I組放的，作物と家畜，肉牛と乳牛と豚卓越j型， I専門化した，中密度，換金作
物j型， I粗放的，混播穀物と家畜J型， I専門化した，極めて粗放的，穀物J型， I組放的，放
牧j型の 8つが得られ，それぞれの分布を示した. これらの類型の分布から理解できる全体の構造に
ついては論文では述べられていないが，ニューファウンドランド，大西洋岸諸州、1， j宅ケベ y ク，南オ
ンタリオ，北オンタ 1)オ，大平j京，大平原周辺， ブリティシュコロンビア北部， ブリティシュコロン
ピア南西部などの地域差が読み取れる.
これまでの研究から，世界@大陸スケールの研究で、は，結果が単純で全体の基本構造が理解しやす
いが，分析の精度や信頼性が低いことがわかり，国家スケールの研究では詳細な分析結果が示され，
倍々の地域の農業事情を理解するには適しているが，全体の構造を把握しにくいという難点があるこ
とがわかった.そこで， この報告では現在入手できる最も新しいデータである1986年農業センサス結
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果を用い，細かな分析に基づき，かっカナダ全体の農業地域の基本構造が得られるような地域区分を
試みることにする.
従来の研究によると，主要農産物に基づ、く農業経営形態がしばしば.取りあげられており， ここで用
いる指標として農業センサスに示された農業経営類型を選ぶことにする. さらに M.J. Troughton 
が多変量解析で月3いた指標のうち，社会的属性と経営属性と生産属性を表現すると考えられる自作農
場率と経営規模，資本装備，震用労働力，農産物販売額，土地生産性に関するものを取りあげる.
盟 主要農業指標からみたカナダ農業の地域差
カナダの農業類型や農業地域区分に関するこれまでの研究を検討すると，さまざまな指標が用いら
れてきたことがわかるが，なかでも社会的属性と経営属性，そして生産属性に係わる指標と，農産物
に基づく農業経営形態に関するものが，とくに重要である。そこで，前者に関連したものとしては，
平均農場規模と農場当りの資本評価額，農地当り生産額，農場当り生産額，そして自作農場率を取り
あげることにした.後者に関しては，農産物販売額に基づく農業経営類型を指標として用いる.
まず， これらの指標の分布図を作成することにする.その際にセンサスの統計地区 (Census
Division)を単位地区とした. この統計地区は，カウンティーやリジョナル・ディストリックトに
対応して設定されている州が多い.また，統計地区の中でも農業が実際に行われている場所が撮られ
ていることが多いので，カナダ統計局 (StatisticsCanada)による農地の分布図を参考にし
て18) ベースマ yプを作成した. 1986年のセンサスによると，カナダには24の統計区があった.
それぞれの指標の分布状況を記述・分析した後，分布全体の一般的傾向を取り出しそれらと計量
的手法，および既存の文献，そして筆者自身の現地調査の経験を参考にして，カナダの農業地域区分
を試みることにする.
ill-1 農業の州51]差異
1986年のセンサス結果によると，カナダの農場数は293，089で，日本の1985年の農家数の7%足ら
ずにすぎなかったが，農地面積は日本の12.6倍であった.農場が最も多いのはオンタリオ州であり，
全体の24.5%を占め， これにサスカチュワン州の21.6%，アノレバー タ丹、!の19.7%が続いていた. カナ
ダでも近年の農場の減少傾向は著しく， 1941年に732，832でピークに達したものが， 1956年には575，
015に， 1971年には36，128になった.特に1960年代の農場の減少傾向が著しかった.農場が大きく減
少しているのは，ニューファンドランド州とノパスコシア州とマニトパ州である.なかでも農産物販
売客員の小さい農場が，急速に減少している.
カナダの全農場の59%に当る174，354が，所有者が経営する自作農場である.マニトパ，サスカ
チュワン，アルパータの平原三州における自作農場率は50%と低いが，ケベック州とブ 1)ティシュコ
ロンどア州ではその値が75%と高い.残りの州では60'"'-'70%の自作農場率である(第1表).
カナダの農地の80%余りが平原三州にある.それ以外ではオンタリオ丹、!の農地がカナダ全体の8.3 
%，ケベック州のそれは5.4%であるから残りわずかである. しかもこれらの5つの州では，改良農
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地の割合が相対的に高い.農場当り農地面積も州による違いが大きい.最も大規模農場がみられるの
はサスカチュワン州で農場当り農地面積が419.3hatこ達する.他方，最も小規模農場がみられるのは
ニューファンドランド州で， 56.2haにすぎない.全体としては平原三州の大規模経営と，その他の
州の小規模経営の対照性が著しい.農場当り改喪農地面積になると，ニューファウンドランド， ノパ
スコシア，ニュープランズウィック， ブリティシュコロンピアの各州ではさらに小さくなる. これら
の州では全農地の30'""40%が改良農地にすきず，その他の州では60'""70%が改良農地である.
第 1表 カナダにおける農業の州問差異 0986年)
州、i 名 総農場数 自作農場率 農場当り 農場当り 農場当り 農場当り 農場当り 農地販1売ha額当り農地面積 改良農地面積 i判面額 雇用労働力 販売額
ha ha 千ドル 週 千ドル 千ドル
ニュー ファウンドランド 651 o. 56 56.2 16.5 163. 1 35. 1 71. 0 1. 26 
プリンス・エドワー ド島 2， 833 o. 56 96. 2 65. 8 260. 7 20. 0 69. 8 o. 73 
ノノイスコシア 4， 283 o. 68 97. 2 36. 8 25. 7 38. 4 63. 4 1. 72 
ニュー プランズウィック 3， 554 0.68 115.1 47.5 214. 1 31. 8 62. 7 o. 54 
ケ f、正 ‘y ク 41， 448 o. 75 87. 8 51. 6 27. 9 21. 9 73. 1 o. 83 
オ ン タ オ 72，713 0.66 77.7 56.3 326. 5 26.4 75. 8 O. 98 
で才 一 ト ノt 27， 336 O. 50 283. 2 197.7 349.5 12.5 74.5 O. 26 
サスカチュワン 63， 431 O. 46 419.3 316.0 461. 2 1. 2 62. 1 O. 15 
ア ルパー タ 57， 777 0.52 357.5 23. 4 495. 4 15.0 77.4 O. 2 
ブリティシュコロンビア 19，063 O. 75 126. 5 47. 2 340. 3 30. 6 5. 6 O. 4 
カ す? ダ全体 293， 089 O. 59 231. 4 157.0 374.3 19.5 70. 9 0.31 
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センサスには農場の評価額が，土地・建物，機械施設，家畜について記載されているが，そのうち土
地・建物が73%，機械施設が19%，家畜は8%を占めている.近年，機械施設の割合が増加している.
州別の農場当り評価額をみると，オンタリオ州より西で大きく，ケベ yク州より東で小さい.アルパー
タ州の495.4千ドルが最も大きい反面，ニューファウンドランド州の163.1千ドルが最も小さい.
農場当り雇用労働力は，センサスでは週単位の雇用期間で示されている.カナダ全体の平均が19.5
週であるが，ノパスコシア，ニューファウンドランド，ニュープランズウィック， ブリティシュコ口
ンビアの各州では30週以上に達し，平原三州では10週余りで，その他では20週余りという地域差がみ
られる.
州、1.1IJの農場当り農産物販売客員のカナダ全体の平均は70.9千ドルであり， 1970年には10千ドル余りで
あったものが7倍にもなったが，他の指標と比較すると，地域差は比較的小さい. ブリティシュコロ
ンピア州で55.6千ドルとやや小さいものの，その他では65'"75千ドルのものが多い. これに対して，
農地1ha当り農産物販売額は最も少ないサスカチュワン州の150ドルと，最も多いノパスコシア州の
1， 720ドルでは10倍以上の差がある.全体としては平原三州で少く，その他の州で多いが，大西洋岸
が諸州では特に多い.
1986年の農業センサスでは年間250ドル以上の農産物販売額をあげた農場が調査対象とされたが，
そのうち販売額が2，500ドル以上に達した農場は89%を占めた. この農場の総農産物販売客員の51%以
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上を占める最も重要な農産物で，農業経営が類型化された 19) たとえば養豚農場とされたものは，
農産物販売額の51%以上が養豚業によるものであることを示している. 1986年のセンサスでは，酪農
と肉牛n巴脊と養豚，養鶏，小麦栽培，小麦以外の穀物栽培，特殊農産物生産，畜産物組み合せ，その
他の組み合せの12類型に分けられているが， この報告では最後の 2類型をまとめて混合とした.
第2表は農業経営類型を州別に示したものであるが，明確な地域差があることがわかる.カナ夕、全
体としては，肉牛肥育農場が最も多く， これに小麦以外の穀物農場，小麦農場，酪農農場の)1員で続い
ている.おおまかにみると，酪農と肉牛肥育が中心のプリンスエドワード島， ノパスコシア，ニュー
プランズウィ y ク，ケベ y クの各州、!と，穀物栽培が重要なマニトパ列?とサスカチュワン州の2つのグ
ループと，残りの栢互に性格の異なる 4つの州である.ニューファウンドランド州では酪農と肉牛肥
育を行う農場もかなり重要であるが，野菜栽培農場と特殊農産物農場，そして養鶏農場の割合が相対
的に高い.オンタりオ州でも酪農農場と肉牛肥育農場が多いが，近年実取りトウモロコシを中心とす
る小麦以外の穀物農場が急速に増えてきた20) アルバータ州では小麦を含めた穀物農場が全体の45
%以上を占め，大平原の農業経営の特徴をもっているが，肉牛肥育農場の数も全体の 3分の lを占め
る. ブリティシュコロンピア州では，肉牛肥育と果樹栽培に特徴がある.
農業経営においても東部の諸州と平原三州の対照性など，先に検討した農業指標の州別差異と共通
する点がみられたが，次にさらに詳細にそれぞ、れの指標の分布について検討してみよう.
第2表 カナダにおける農業経営類型の州別差異(1986年)
販殻:Ij2，50 小麦以肉牛 特殊農州、! 名 ドル以上の 酪農 養豚 養鶏 小麦 外の穀 野菜 混合肥育 作物 産物農場数
% % 
ニュー ファウンドランド 415 16.4 10.8 
プリンスエドワード島 2， 458 13，_8_ 益」
ノノ1 スコシア 3， 170 2LQ 選」
ニュー プランズウィック 2，76 2.bユ基」
ケ ベ ‘Y ク 37， 160 ぷ斗 15.5 
オ ン タ オ 63， 253 17.4 27. 1 
マ ー ト ノ〈 25，262 5.6 18.5 
サスカチュワン 60， ，809 1.4 12.9 
ア Jv ノt タ 51， 743 3.5 品斗
ブリティ、ンュコロンピア 13， 69 8. 4 J:Ll 
カナダ全体 260，745 13.1 22.7 
物
% % % % % % % % % 
4. 1 13. 0 3. 1 3. 4 認」 通」 11. 8 
9. 0 1. 1 O. 2 3. 7 19.3 1.2 1.3 6. 1 8.0 
4.2 4. 0 。2.0 1.4 11. 6 2.8 15. 2 5. 9 
4.5 3.5 0.3 2.2 13. 8 5.8 3.3 11. 3 6. 0 
7.4 2. 4 O. 6 7. 9 2.0 2. 9 3. 2 10. 9 4. 4 
7.7 2. 6 1.2 21. 7 3.1 16 3. 1 6.6 6. 1 
4.4 1.4 24.8 選」 1.6 0.2 0.2 2. 9 5.6 
1.5 O. 3 選」 _21_j O. 5 。。1.0 3.5 
3.2 1.0 16.4 2主主 2.3 。。.2 3.8 6.7 
2. 1 " 5.5 1.1 4. 8 2. 6 よ丘」 2.9 13.8 9. 2 
4.6 1.8 18.0 2. 5 2.3 2. 5 1.5 5.5 5.5 
一一=巴各州内で1位の経営類型 一一一各州内で2位の経営類型
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ill-2 社会的・経営・生産震性に係る指標
カナダ農業の地域差を，まず，自作農場率から検討することにしよう(第 l図).すでに全般的な
分布の検討によって，西部の大平原地域とその他の地域の対照性が明確であることがわかった.大平
原では借地によって大規模農業経営が広く行れており，自作農場率は40""50%と低い.特にサスカ
チュワン州、!とアルバータ州東部，マニトパ州南部の自作農場率が低く，その周辺では自作農場率が50
70 
'"'-'60%とやや高くなる.そのほかにピースリバー流域やブ 1)ティシュコロンビア州内陸部のカリブ一
地域，ニューファウンドランド州東部，プリンスエドワード島州， ガスペ半島東部のほかに，南オン
タリオや南ケベ yクに自作農場率が低い地域が点在している.
50勉未満
盟百 50~60影
塁塁塁 60~709ち
麗霊 70~80%
覇軍 8096以上
l 非農業地域
第1図 自作農場率 0986年)
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他方，自作農場率が高いのは，ケベック州南部のイースタンタウンシ yプスの東部であり，自作農
場率が80'"'-'90%に達する地[Rが集中しここを核に高自作農場率地域が，西の東オンタ 1)オ，北のガ
スペ半島ゃうクセントジャンの方向に広がっている.自作農場率の高いもう 1つの地域は， ブリティ
シュコロンピア州南部で，パンクーバー島南西岸やフレーザ-)11下流域，そしてオカナガンバレーな
どである.
経営規模も自作農場率と同じように，大平原地域とその他の地域の対照性が明確な指標である.農
場当り農地面積をみると，サスカチュワン州とアルパータ州の境界付近で、500haを越える地区が多
い.南にゆくに従って乾燥の程度が高くなるが，そこでは農場当り農地面積が1000ha以上となる.
大平原地域でも北に向うにつれてしだいに湿潤になり，パークベルトからピースリバー流域にかけて
は，農場当り農地面積が400'"'-'500haほどになる. ブリティシュコロンビア州内陸部でも， これとほ
ぼ向じほどの経営規模である.
最も経営規模が小さいのは， ブリティシュコロンビア州南西部の農業地域と，オンタリオ州ナイヤ
ガラ半島，モントリオール周辺，そしてニューファウンドランド州であり，農地面積が50halこ満た
ない.南オンタリオから南ケベックにかけては， 50'"'-'10ha程度の規模であるが，北オンタリオや
イースタンタウンシップス東部，ガスペ半島から東の大西洋岸地域では，経営規模が100.，150haと
やや大きくなる.
経営規模を農場当り改良農地面積でみても，全農地面積と類似の傾向がみられ，平原三州、!とその他
しJ25ha 未満
25--50ha 
阻I50--100ha 
欝翠 100--200 ha 
l 謹麗 200--300 hぇ
彊盟 300ha以上
:_ J非農業地域
第2図農場当り改良農地面積(1986年)
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の地域の差が明確である(第2図).ニューファウンドランド州やノパスコシア州，北オンタ 1)オ，
ブ1)ティシュコロンピア州北部など良好な農地に恵まれないところでは，改良農地を取りあげると経
営規模が小さくなる.南オンタリオと南ケベ yクでは，オンタリオ湖岸ぞいやイースタンタウンシッ
プスの東部のアパラチア山脈地域の経営規模が小さくなり，西オンタリオやモントリオーjレ平原で、は
やや経営規模が大きくなるなどの差が明確になる.
農場当り資本装備額は，経営規模が大きかったアノレバータ州の南東部からサスカチュワン州南西部
にかけてと，都市に近く地価が高いパンクーパー近郊とウィニペグ周辺，そしてトロントの周辺にお
いて特に高い. ブリティシュコ口ンピア州の内陸盆地や大平原，西オンタリオ，モント 1)オール平原
などが，次に資本装備客員の高い地域である(第3図). 
資本装備額が低いのが，セントジョン川流域とアナポリスバレー，プリンスエドワード島州を除
く，大西洋岸の諸州とガスペ半島である。いずれも自然、条件が厳しいうえに市場条件にも恵まれない
農業の限界地である.
農場当り雇用労働力については， これまで説明した諸指標とはやや異なった分布傾向がみられる
(第 4図).すなわち，震用労働力が多い地域は，東からJI領にニューファウンドランド州のアポロ
ン半島と西海岸，ノパスコシア州のアナポリスバレー，ニュープランズウィック州のセントジョン
川流域，ケベック州モントリオールj司辺，南オンタリオの南部， ウィニペグ周辺，そしてブリティ
シュコロンピア州のオカナガンバレーとフレーザーバレーであり，後に述べるが，都市周辺や特に
自然条件に恵まれて集約的農業が発達しているところに対応する. これに次いで雇用労働力の多い
地域は，アノレバータ一件i西南部と北オンタ 1)オを除くと，先の地域の外側の比較的狭い範囲にまと
まっている.
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そして雇用労働20選以下の低い値の地域が，東部でも西部でも広い範囲に広がっている.
農場当り農産物販売額の分布にもいくつかの特徴がみられる.それはカナ夕、の各地域にそれぞれ高
い販売額の地域が分散していることである. 10万ドル以上の地区がみられる地域としては，南ケベッ
クのケベツクシティーの南とモントリオール平原南部，西オンタリオ， ウィニペグの南のレ y ドリ
く一流域， アノレバーター州東南部，そしてブ 1)ティシュコロンビア州南部のプレーザ-)11流域があげ
られる O これらの最も高い販売額をあげる地域を核に，南ケベックと南オンタリオ，大平原には高販
売額地域が面的に連なっており，大西洋岸ではニューファウンドランド州西海岸やノパスコシアナ1'17
日 150，000ドノレ未満
!日 150，000 ~ 200， 000ドル
200， 000 ~ 300， 000ドル
翠翠300，000 ~ 400， 000 ドノレ
富盛 400，000 ~ 500，000ドル
覇軍 500，000ドノレ以上
icコ非農業地域
1O:iHil未満
邸il1O~20週
盤室 20~30遇
欝醤 30~40過
彊彊 40週以上
じコ非農業地域
第3図農場当り資本装備額 0986年)
Census of Canada iこより作成
第4図農場当り雇用労働力 0986年)
Census of Canada iこより作成
o fiOO 
， km 
D 500 
!km 
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ナポ 1)スバレー，ニュープランズウィック州セントジョン川上流域では高生産地域が点在している
(第5図).北オンタリオやブ 1)ティシュコロンビア州内陸部では，生産客員が低い.
D 20， 000ドノレ未満
~ 20，000 --40， 000 ドノレ
翻臨 40，000--60， 000ドノレ
盤欝 60，000--80，000ドノレ
覇軍 80，000--100，000ドル
鶴舗 100.000ドル以上
仁コ非農業地域
第5図農場当り農産物販売額 0986年)
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農地 1ha当りの農産物販売客員をみると，明らかに大平原地域で低く，東部とブリティシュコロン
ビア州南部で高いという地域差が明確である(第S図).南ケベックと南オンタリオ，そしてブリ
ティシュコロンビア州南部では，いずれも大都市の周辺において農地 1ha当り農産物販売額，すな
わち土地生産性が高いことがわかる.さらにニューファウンドランド州やアナポリスバレー，セント
ジョン川上流域，オカナガンバレーでも土地生産性が高い地域が狭い範囲ながら散在している.ガス
ペ半島からノパスコシアに至る地域や，カナダ楯状地が広がる北ケベックと北オンタリオ，大平原，
ピースリバー流域， ブリティシュコロンピア州内陸部では，広大な低土地生産性地域が広がってい
る.土地生産性を改良農地1ha当りの農産物販売額でみても，基本的な違いはないが，大西洋岸諸
州やブリティシュコロンピア州内陸盆地で，より値が高くなる.
これまでみてきたように，社会的・経営・生産属性に係る指標の分布をみると，いくつかの本質的
と考えられる地域差がみられる.なかでも，大平原地域と，その他の地域の差や，南ケベックと南オ
ンタ 1)オとブリティシュコロンビア州南部とその他の地域の差，そしてニューファウンドランド州と
その他の大西洋岸諸州と南ケベックと南オンタリオ，ケベックとオンタリオ北部の楯状地，大平原，
そしてブリティシュコロンピア州といったそれぞれの違いなどが，目だつものであった.次にこれら
の指標と直接関係する農業経営類型の地域差について検討することにしよう.
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125 1<-ノレ未満
己 125~ 250 ドノレ
250 ~ 500 1'-)レ
怒号 500~ 1000ドル
鶴 1000 ~ 1500 ドノレ
麗豊富 1500ドル以上
-¥非農業地域
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すでに述べたように，カナ夕、の農業センサスには，それぞれの農場の主要販売農産物によって決定
された農業経営類型ごとの農場数が示されている.それぞれの単位地匿ごとの各農業経営類型の構成
比を求め，その分布図を作成した.
まず，酪農農場の分布をみると，ケベ y ク州、!のイースタンタウンシ yプス西部に40%以上の高率の
地区が集中しここを核に酪農農場が多い地域がガスペ半島や東オンタ 1)オ，北ケベ y クにまで広
がっている(第7図).ニューファウンドランド州を含めた大西洋岸諸州や西オンタ 1)オ， フレーザー
川下流にも酪農農場率が20~30%の地区が点在しているが，それ以外の地域での値は極めて低い.
肉牛Jl己育農場率は大平原中央部を除くと，酪農農場率が高かった地域に高い.ガスペ半島の西部か
らノパスコシア州にかけての地域や，北オンタ 1)オや北ケベックに広がる楯状地，そしてフリティ
シュコロンピア州内陸の台地や丘接地がこれに相当する(第8図). さらにアルバーター州東部やマ
ニトパ州西部でも高い肉牛Jl巴育農場率の地区が分布している. これに対して， ブリティシュコロンビ
ア州南部や大平原中央部，南西オンタリオ，南ケベ y クでは，値が極めて抵い. しかし酪農農場と
比較すると，肉牛ij巴育農場の方がカナタ全体に広く分布している.
養豚農場率が高い地区は，狭い地域に限られている.南ケベックのケベツクシティ一周辺と，モン
トリオール平原南部，そして西オンタリオである. ウィニペグ南部やセントジョン)1上流，プリンス
エドワード島川にも養豚農場率が10~20% ほどの地区がみられるが，他では(直が極めて低い(第 9
1翠).養鶏農場率の高い地区も狭い地区に I~良られており， ニューファウンドランドナト!とケベ y クシ
ティー近辺， ナイヤガラ半島， ウィニペグ南部， ブリティシュコロンビア南部などである.
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小麦農場率の高い地域は，サスカチュワン州からアルパ→ター州南部であり，そこを核としτ東西
に広がっている(第10図). ピー ス 1)バ一流域に小麦農場率15，.20%の地区がみられるが，他の地域
ではその{直は{丘い.
小麦以外の穀物農場とは，小麦とオート麦，大麦， ライ麦， ソパ，実取りトウモロコシ大豆， ヒ
マワリ，菜種，マスタードを含むすべての穀物販売額が，全農場販売額の51%以上を占めたものであ
る.そのため，小麦地帯の周辺部で，その他の穀物栽培が増加するにつれて， この類型の農場が増加
する(第1図).大平原のパークベルトからピ-，スリバー流域にかけての穀物栽培地域が，小麦以外
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の穀物農場率が高いところである. さらに南西オンタリオと南ケベックに高率の地域があるが， これ
は実取りトウモロコシ栽培地域で， 1950年代からハイブ 1)ッドコーンの普及によって急速に拡大し
た21)
その他の作物には牧草の種子，馬鈴薯， シュガービート， タバコそのほかのいわゆるフィールドク
ロップが含まれる.プリンスエドワード島やセントジョンJI流域，ブリティシュコロンピア州の馬鈴
薯栽培地域や南ケベックと南オンタリオのタバコ栽培地域で高い値がみられるほかは， ブリティシュ
コロンピア州北部からアノレバータ州北部の牧草の種子生産地域での健がやや高い.その他の地域では
~ 10%未満
illll理!日1O ~20~ち
罷翠 20~30~ぢ
麗襲 30----40~ぢ
瞳覇軍 40%以、ト
仁コ非農業地域
第1図必麦以外の穀物農場率 0986年)
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ほとんどこの類型の農場はみられない.
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果樹農場率が高い地域も限られている.それは気候が温暖で，土壌や地形条件に恵まれた地域であ
る.主要なものは， ノパスコシア州のアナポリスバレーとケベック州モントリオール平野，オンタリ
オ州南部の五大湖沿岸，特にナイヤガラ半島，そしてブリティシュコロンピア州オカナガンバレーで
ある 22) そのほかにセントジョン川流域やフレーザ一川下流域にもやや高い果樹農場率の地域がみ
られるが， f也の地域では果樹農場はほとんど存在しない.
野菜栽培農場率が高い地域も限られており，ニューファウンドランド州とそントリオール周辺， ト
ロント北部とオンタリオ州南西端，そしてフレーザ-)11下流である.いずれも都市住民の需要に応じ
て，都市近郊に立地する額向が強い.
特殊農産物には温室による野菜栽培や切り花，苗木，球根などの栽培，キノコ生産，馬の飼養，養
蜂，毛皮獣の飼育，メイプルシロップ生産，ヤギの飼育などさまざまなものが含まれる.特殊農産物
農場率が高いのは，大西洋岸諸州とイースタンタウンシップス東部とモントリオール周辺， トロント
周辺， ::lヒオンタリオ，そしてブリティシュコロンピア州南部であり，大平原ではこの類型の農場は少
ない(第12図).混合農場は，大西洋岸諸州とブ 1)ティシュコロンビア州の内陸盆地に多い.
これまで述べた農業経営類型の分布から，さまざまな地域差をみいだすことができたが，それらを
総合して基本的な差を取り出すことにする.そのために， これまでもよく試みられているが23)，単
位地区ごとの農業経営類型の構成比を求め，それに土井喜久ーによる修正ウィーバ一法を適用し
て24) それぞれの地区ごとの農業経営類型の結合型を求めた.その結果， 24の単位地区が120種の
結合型で性格づけられることになった. これは現代の農業が地区によって極めて多様であることを示
しており，最も多い場合でも13の地区が同じ結合型であったにすぎない.また1地IXのみにみられた
結合型は81種類もあった.
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しかし首位の結合要素に着目すると，肉牛肥育が最も重要で， 83地区の結合型で首位を占めた.
酪農の72地区，小麦以外の穀物栽培の35地区，小麦栽培の21地区が次に重要で， これらの 4つの経営
類型を合せると，全体の86%にあたる211地区となる.そこでこの 4つの農業経営類型を首位(中
心)とする結合型と，首位の要素がもはや重要でなくなると考えられる 4つ以上の多数の構成要素か
ら成る結合型の分布を示したのが第13図である.
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これによると，酪農中心型はケベック州に限られ，イースタンタウンシ yプスからガスペ半島，北
の楯状地にまで広がっている.肉牛肥育中心型はガスペ半島東部からノパスコシア州にかけてと，北
オンタリオ，アルパータ-11、i西宮ちからブリティシュコロンピア州内陸部にかけて分布している. さら
に，小麦以外の穀物栽培中心型は，大平原のパークランドからピースリバー流域にかけて広がり，小
麦栽培中心型はサスカチュワン州南部からアルバーター州南東部にかけてみられる.そして多様な農
業類型は，プ 1)ンスエドワード島州やニュープランズウィック州セントジョンJI流域，そして南ケ
ベ yクのケベツクシティーの南とモントリオール周辺，さらに南オンタ 1)オ西部，さらにブリティ
シュコロンビア州南部の盆地やプレーザ-JII流域に分布している. このようにしてみると，カナダ国
勢地図ですでに取りあげられた1961年や1981年のものと大きく矛盾しない結果が得られたといえよ
っ.
次にこの農業経営類型の分布に，土地・労働・資本などの指標を加え，さらに総合的にカナダ農業
の地域差を検討することにしよう.
W カナダの農業地域区分
これまでカナダ農業の類型化や地域差を明らかにするために重要と考えられる指標とその分布を検
討してきた. ここではそれらのうち自作農場率と農場当り改良農地面積，農場当り装備評価額，農場
当り雇用労働力，農場当り販売客員，農地 1ha当り販売額の 6つの指標と，農業経営を示す酪農農場
率と肉牛肥育農場率，養豚農場率，養鶏農場率，小麦農場率，小麦以外の穀物農場率，その他の作物
農場率，果樹農場率，野菜農場率，特殊農産物農場率，混合農業農場率の1の指標を用いて，農業地
域区分を試みることにしよう.
複数の指標を用いる場合，指標を組み合せたり，統合することが必要であり，そのためにさまざま
な方法が考えられている. Kostrowickiはこの方法を次の 7つに整理している25) それらは， (1)単
純なクロス表をつくること， (2)地図化し重ねあわせること， (3)それぞ、れの指標に得点をつけそれを合
計すること， (4)さまざまなグラフを利用すること， (5)モデルを用いること， (6)樹形図などの幾何学的
な方法を用いること， (7)多変量解析などの計量的方法を適用することである. ここでは取りあげる指
標が多いことからも，最後の計量的方法を用いることにする.
異体的には17の変数を標準化し，ワード法クラスター分析を適用した.情報損失量の連続性に着目
すると， 237段階で類型化を行うのが妥当と考えられ，それによって得られた 7類型ごとのそれぞれ
の変数の平均を示したのが第3表である.また，各類型の分布を第14図に示した.
A類型は農場当り改良農地面積と農場当り装備評価額が小さく農場当り販売額も少いが，農地 1
ha当り販売客員は高い.すなわち，小規模で集約的な農業といえよう.そして野菜農場率と特殊農産
物農場率が高いという特徴がある.A類型は主としてニューファウンドランド州に分布するほか
は，南ケベックのモントリオール周辺にみられる.農業の限界地や激しい都市化環境のもとで著し
い脱農化が進んだ結果，野菜栽培や温室園芸など集約的で効率の良いものが残存していると考えら
れる.
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第3表 カナダにおける地区類型別変数平均値
A類型 B類型jc類型 D類型 E類型 F類型 G類型 日類型 全平体均の
地区数 9 7 49 6 93 28 32 20 244 
自作農場率(%) 63. 6 78. 5 67. 9 61. 8 70. 3 75. 3 50. 8 45. 5 65. 6 
農場当り改良農地面積 (ha) 18.7 14.3 56. 4 64. 9 46. 6 59. 7 206. 2 336.8 93. 2 
農場当り装備評価額(千ドル) 171. 0 375. 6 319.6 268. 0 211. 7 212. 4 345. 5 58. 8 286.5 
農場当り雇用労働力(週) 34. 0 48. 9 3. 1 40. 8 18. 7 18. 0 10.4 16. 1 2. 2 
一農一場地一当1一hり一a販一当一売りー額販一売(一千額一ド一(千ル一)ドル一)一5ー91一07 一一
80. 0 i主」 86. 9 ♀1J3_ 60. 6 59. 4 87. 1 62. 0 
1A2J.8 -
1.4 O. 8 O. 5 2主O.ヱ6 O. 2 O. 2 O. 8 トー 一一一一酪農農場率(%) I 9.3 ュιヱ 16.4 17.6 3. 8 1.7 20. 2 
肉牛肥青農場率(%) 8. 5 15. 8 11. 9 17.4 41. 1 17.7 21. 4 2. 5 25. 9 
養豚農場卒(%) 1.5 2.6 9.7 6.7 2. 6 3. 6 3. 1 1.7 4.2 
養鶏農場率(%) 9. 8 5. 9 4. 0 2. 5 2. 9 1.4 O. 8 O. 6 2.8 
小麦農場率(%) O. 3 2. 3 O. 7 O. 4 O. 2 20. 2 49. 8 7. 4 
小麦以外の穀物農場率(%) 3. 2 1.0 18.9 7.6 3. 7 5. 2 38. 9 16.4 12. 6 
その他の作物農場率(%) 3. 0 1. 1 2. 6 32. 7 2. 6 1.7 2. 4 O. 7 3. 0 
果樹農場率(%) 2. 6 34. 9 3. 5 1.8 5. 1 1.0 O. 1 。 3. 9 
野菜農場率(%) 28. 6 4. 0 4. 4 2. 3 2.4 O. 7 O. 2 O. 2 3. 2 
特殊農産物農場率(%) 23. 8 14.0 9. 7 6. 3 14.5 10. 0 3. 2 1.9 10.6 
混合農業農場率(%) 9. 4 7.5 6. 2 5. 4 7. 2 3.5 5.9 4. 3 6.2 
南ケベック B.C.南部 南オケベック プリンスエ ノ fスコシ 高ケベック 大州北平部原諸 大什|平南j部京諸ニュー ファ オンタ 1) ドワー ト島 ア
ウンドラン ニュー フラ ニュー フラ
分布状況 ンズウィ γ ンズウィッ
南オクオンタ 1)
ク
一一一 各類型を特徴づける変数
B類型は自作農場率と農場当り震用労働力，農地 1ha当り販売額が全類型の中で最も高く，農場当
り装備評価額と農場当り販売額も多い反面，農場当り改良農地面積は最も小さい.果樹農場率が高い
という経営内容であり， これも小規模で、集約的農業といえよう.永年作物栽培であるために自作農場
率が高いと考えられ，また，努定や収穫のために多くの雇用労働力が必要である.南オンタ 1)オのナ
イヤガラ半島とブ 1)ティシュコロンビア州のオカナガンバレーとフレーザーJ1下流地域が， この類型
に分類される.
C類型は農場当り装備評価額と農場当り販売額，農地1ha当り販売額が高く，経営規模と震用労働
力は中程度である.酪農農場率と小麦以外の穀物農場率が高いという経営的特徴がある.主として南
オンタ 1)オと南ケベ y クに位置する49の地区が， この類型に分類される.市場条件と自然条件に恵ま
れたカナダでも最も豊かで安定した農村である.主として栽培される作物は，実取りトウモロコシで
ある.
D類型はC類型と似た性格をもつが，農場当り資本装備額，農場当り販売額，農地 1ha当り販売客員
のいずれにおいてもやや少ない. しかし経営規模はやや大きし雇用労働力も多い.c類型との大
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第14図 カナダの農業地域区分
きな違いは，経営内容で，酪農農場率が低くなり，その他の作物農場率が極めて高いということであ
る. この類型に分類されるのは6地区と少なく，プリンスエドワード島知、!とニュープランズウィック
州セントジョン川上流地域，そして南オンタリオのノフォーク地方がこれに相当する. ノフォーク地
方はカナダ最大のタバコ栽培地域であり，残りの地区は馬鈴薯栽培で知られている.
E類型は自作農場率はかなり高いが，それ以外の変数はl'ずれも小さく， ことに農場当り販売額は
8類型中最も少い.肉牛肥育農場率と特殊農産物農場率が高い.A"'D類型までと対照的に，生産性
が低く効率の良くない農業が行れている. 93地区と最も多くの地区が含まれるが，それらは大まかに
ノパスコシア州からガスペ半島までの地域と，北オンタリオ，そしてブリティシュコロンピア内陸部
に分布している.いずれも自然、条件や市場条件に恵まれず，まとまりのある農業地域が少し農業不
振の地域である.
F類型は自作農場率が高く，雇用労働力が少い.経営規模や農場当り販売額，農地1ha当り販売額
は中程度であるが，装備評価額は少ない.酪農農場率が極めて高いという特徴がある.家族経営によ
る伝統的な酪農農場を想起させる類型で，一部東オンタリオにみられるほかは，大部分がケベック州
に分布している.農地では牧草や飼料作物を栽培し酪製品を販売する農場が多い.
G類型はこれまでの6つの類型とは対照的で，自作農場率が低く，経営規模は大きく，装備の評価
額は高いが，雇用労働力は少い.農場当り販売額は中程度であるが，農地 1ha当り販売額は極めて
少い.小麦以外の穀物農場率と肉牛肥育農場率が高い.大規模で粗放的穀物農業あるいは混合農業と
みなすことができょう.大平原の北部からピースリバー流域に広がっている.
最後のH類型は， G類型と類似しているがそれよれもさらに自営農場率が低く，経営規模は大き
く，装備評価額が高く，農場当り販売額も多い。小麦農場率が高く，アルパーター南東部からサスカ
チュワン州南部にかけて分布するいわゆる大規模で企業的な小麦農業である.
第14図に示した樹形図からもわかるように， 8類型の中ではG類型とH類型が最も性格が類似して
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おり，それら 2っと他の 6類型との差は大きい. これはカナタにおける大平原の農業とその他の地域
の農業の違いが重要であることを示している. さらにA ，...__， F類型の I~J では， A類型!と B類型， C類型と
D類型，そしてE類型とF類型が相互に近い性格をもっており， さらにA，._D類型までとE.F類型の
i習の性格の違いが大きいことがかわる.前者は集約的で効率が良く，比較的繁栄している農業を指す
のに対して，後者は伝統的で，必ずしも効率のよくない， どちらかといえば不振な農業を示すといえ
よう.
以上のような 8つの類型の分布とそれぞれの類型相互の関係と単位地区の地域的まとまりに着目す
ると，第141~に示した 9 つの農業地域にカナダを区分することができょう.それらは， (l)A類型で代
表されるニューファウンドランド地域， (2)E類型が卓越し条件の良いところではD類型が点在する
大西洋岸地域， (3)F類型が広がるケベ y ク地域， (4)C類型で象徴される五大湖@セントローレンス地
域， (5)E類型の北オンタ 1)オ地域， (6)日類型の大平j京地域， (7)G類型のパークランド地域， (8)E類型
のコルジレラ地域，そして(glB類型が卓越するブリティシュコロンピア南部地域である
V むすび
この報告では1986年農業センサス結果を用いて，総合的にしかも単純で明確な形で，カナダの農業
地域区分を行い，今後のそれぞれの農業地域の記述的分析を試みる地域的なワク組みを提示すること
を意図した.
まず， これまでのカナダ農業の類型化および、農業地域区分に関する研究の検討を行なった.その結
果，世界 e大陸スケールの研究は結果が単純で、明確で、あるが，分析の精度や信頼性に難点があること
がわかった. f也万， 1童家スケールの研究では詳細な分析結果が提示されているが，内容が複雑なまま
で，全体の農業地域の構造を把握するのが困難である場合が多かった.そこで， この報告では最も新
しい農業センサスデータを用い，詳細な分析結果を積みあげ， しかも最終的には単純な形でカナタの
農業地域区分を行うことにした.
これまでの研究成果から，センサス統計i三ごとの土地@労働@資本に係る 6つの指標と，農業経営
類型を示す 11の指標が重要であることがわかったので，それらを分析のための変数として用~ iること
にした.まず，個々の変数の分布を明らかにしそれらに共通する分布傾向や地域差が存在すること
を確認した.そして17の変数にワード法クラスター分析を適用した結果， 244の単位地区を 8つの類
型に分類することができた. この類型の分布と地域のまとまりから，カナダを9つの農業地域に区分
した.
それらは，小規模で集約的で，野菜農場や特殊農産物農場が多いニューファウンドランド地域，小
規模で集約的で果樹栽培が盛んなブ 1)ティシュコロンビア南部地域，さらに中規模で集約的で，高い
収益をあげ，酪農農場率やIJ¥麦以外の穀物農場率が高い五大湖@セントローレンス地域，中規模で粗
放的で中程度の収益牲をあげ酪農に特化するケベック地域，中規模で粗放的で生産性が低く，肉牛肥
育農場率の高い大西洋岸地域と北オンタリオ地域とコ jレジレラ地域，そして大規模で粗放的で収益性
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は中程度であり，小麦以外の穀物農場率と肉牛JlE育農場率が高いパークランド地域と大規模で粗放的
であるが収益性が高い大平!京地域である.
おおまかにみると，大平原の 2つの農業地域とその他の農業地域の差が最も大きい. さらに集約的
で高収益を誇るニューファウンドランド地域とブ J)ティシュコロンピア南部地域と五大湖・セント
ローレンス地域のグループと，組放的で低収益の大西洋岸地域と北オンタリオ地域とコルジレラ地位
の対照性が大きく，ケベ y ク地域はその中位にある.
この報告作成にあたって，カナダ，オンタリオ州立グウェルフ大学P.D. Keddie博士とブ 1)ティシュコロンビ
ア州立サイモンフレーザ一大学のJ.D. Pierce博士にお世話になった.~版の製図には筑波大学地球科学系の宮
坂和人技官，統計処理には筑波大学大学院の橋本雄一氏の協力を得た.なお，資料収集と現地調査のために昭和
63年度文部省在外研究員としての研究助成を受けた。以上を記して感謝申しあげる.
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Agricultural Regions of Canada 
-An Analysis of the 1986 Agricultural Census-
Akira T ABA Y ASHI 
Canada is a huge country with a considerable regional variation of agriculture. European 
settlers in Canada first sta抗edagriculture in 1603 and their descendants were stil clearing 
ground in the Peace River area in the early 1970s. According to M. J. Troughton， 380 years 
of European settlement in Canada are divided into seven periods: (1) colonial， predomト
nantly French(1603-1760)， (2) colonial， mainly English (1760-1868)， (3) frontier expansion 
(1868 -1930)， (4) Depression (1930 -1940)， (5) Second World War (1940 -1945)， (6) Post -
War (1945 1972)， and (7) contemporary (1972 -) periods. These periods are generally 
correlated with the stages in the expansion of Canadian agricultural regions from the east 
to the west and from the south to the north. 
The present regional diversity of Canadian agriculture has been formed through his-
torical processes of development regulated by physical， economic， social and cultural 
conditions. The objective of this paper is to illustrate the regional differences in Canadian 
agriculture through a quantitative analysis of the 1986 Agricultural Census and to present 
a regional framework for the proposed disscussion on the characteristics of rurallandscape 
and farming types. 
Agricultural geography in its broadest sense seeks to describe and explain areal differ-
entiation of agriculture. One of the most important methods is the typological study of ag色
白culturalregions. First in this paper examined previous studies on agricultural typology 
and regionalization of Canada and identified that the level of analysis of world -or conti-
nental冊scalestudies was generally rough and unreliable， although they successfully de-
scribed fundamental regional differences or regional structure of Canadian agriculture in 
a simple manner.On the other hand， the national-scale studies， which illustrated detail 
variation of agriculture， failed to describe the essential structure of whole agricultural 
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regions of Canada. This paper attempted to find an essential regional structure of the Ca-
nadian agriculture through a detail and precise analysis of the latest agricultural census. 
Refering to the previous studies， six indices were selected concerning social， operational 
and production attributes， as well as eleven variables about farm types. Distribution of 
these 17 variables were examined through maps to identify common and different regional 
tendencies. Then applying a distance grouging technique developed by J. H. Ward to score 
profiles， 244 census divisions were grouped into eight types. Based on the distribution of 
the eight types and physical divisions， Canada could be divided into the follwing nine agri-
cultural regions : (1) Newfoundland， small-scale and intensive vegetable or miscellanious 
farming ; (2) Southern British Columbia， small-scale and intensive fruit farming ; (3) the 
Great Lakes and St. Lawrence Lowland， middle-scale， intensive and highly profitable dairy 
or grain corn farming ; (4) Quebec， middleωscale， extensive and moderately profitable dairy 
farming ; mediumωscale， intensive and low profitable beef cattle farming regions of (5) 
Atlantic provinces， (6) Northern Ontario， (7) Cordirellan region ; (8) Parkland of Prairie， 
large -scale， extensive， moderately profitable beef cattle or grains other than wheat 
farming ; and (9) Prairie， large-scale， extensive highly profitable wheat farming. 
Generally speaking， two western agricultural regions in Canadian Prairie show striking 
contrasts to other seven agricultual regions in Canada. Farming in the former regions is 
characterized by a large-scale， extensive grain production， while the other regions are 
characterized by a small-or medium-scale， highly to moderately intensive livesrock pro-
duction. The latter seven regions are further divided into three groups: (1) Newfound-
land. Southern British Columbia. the Great Lakes and St_ Lawrence Lowland with the most 
intensive and profitable farming， (2) Atalntic provinces， Northern Ontario and Cordilleran 
region with the least intensive and profitable farming， and (3) Quebec with moderately in時
tensive and profitable farming. 
